
Production of  φ‐meson in p+p, p+Pb and central 
Pb+Pb collision at GeVE beam A158=

NA49 collaboration

Abstruct
p+p, p+Pb, Pb+Pb衝突からのφ-messonのYieldsや空間分布
が報告されました。　　　　　　　　　の崩壊をつかってIDしました。
この割合に関して重要な増加が、p+pやp+Pbでも観測された。
φのピークの移動や幅の広がりは見られなかった。
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Experiment
･4つのTPC、2つのカロリメータ
  TOFからなる。（NA49）
･TPCのdE/dxと
  TOF(Kaon)でPIDする
･Pb+Pb →　380000
  p+p     →   400000
  p+Pb   →　180000イベントを解析した。



Result

･φの位置
p+p → 1019.4±0.2
p+Pb →1019.0±0.3
Pb+Pb →1018.7±0.5
･　　
p+p → 1.1±0.2
Pb+Pb →1.6±0.3

σm

･
　T = 305±15MeV(Pb+Pb)
　　＝169±17MeV(p+p)

)/exp()/( Tmdmmdn ttt −α

･　　　　1.22±0.16(Pb+Pb)
　　　　  0.89±0.06(p+p)
　　　　  7.6±1.1 (Pb+Pb) 
            0.012±0.0015(p+p) 　　

σy
σy
φ
φ



Result 2

･p+pのデータは他の実験と
 consistent

･              のmultiplicity
  dependence

　　　　　　
       
  のcentrality dependence
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Discussion
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Hadro-chemical modelが
適用できる　→
Thermo-dynamical model
で予想される値は測定値
より1.6倍大きい。

･　　　　　　はpp vs pPbで1.7倍増えている。

　　→　衝突回数が増えるとφの生成量が増える
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Summary

･　　　　　　のenhance factor は　3.0±0.7　(pp　vs　Pb)
･φのmassやwidthは変化なし。
･pp vs pPbを比べると　　　　　　の割合が増加。
･　　　　　　の増加量はパートン相を仮定したモデル
　とあっている。
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